
＜機能性＞

2021年度 2022年度
差引

（2022-
2021）

2021年度 2022年度
差引

（2022-
2021）

施設数 施設 1,281 1,347 66 600 648 48
病床数 床 169.3 167.1 △ 2.2 133.9 136.2 2.3
利⽤率 ％ 76.4 75.6 △ 0.8 87.4 86.1 △ 1.3
在院日数 日 18.8 19.1 0.4 85.2 82.6 △ 2.7
入院外来比 - 1.87 1.85 △ 0.02 0.62 0.58 △ 0.05
新患率 ％ 9.1 9.7 0.6 7.0 8.3 1.3
１日患者数 入院 人 129.4 126.3 △ 3.1 117.1 117.2 0.2

外来 人 242.4 234.0 △ 8.4 72.9 67.7 △ 5.2
１床当たり医業収益 千円 21,873 22,010 137 11,290 11,425 135
１床当たり医業費⽤ 千円 21,820 22,259 438 10,905 11,196 290
１床当たり医業利益 千円 52 △ 249 △ 301 384 229 △ 155
患者１人１日当たり 入院 円 51,560 52,387 826 27,518 28,487 970
医業収益 室料差額 円 876 857 △ 19 341 315 △ 26

外来 円 14,010 14,516 505 9,849 11,267 1,417
１施設当たり 医師 常勤 人 23.2 23.1 △ 0.1 5.5 5.7 0.2
従事者数 非常勤 人 5.9 5.8 △ 0.1 2.9 2.8 △ 0.0

看護師・准看護師・看護補助者 人 148.9 145.3 △ 3.6 86.2 87.4 1.2
その他 人 127.4 125.8 △ 1.6 70.0 72.0 2.0

計 人 305.4 300.0 △ 5.4 164.6 167.9 3.3
患者規模100人 医師 常勤 人 11.1 11.3 0.2 3.9 4.1 0.2
当たり従事者数 非常勤 人 2.8 2.8 0.1 2.0 2.0 △ 0.0

人 70.9 71.1 0.3 61.0 62.5 1.5
その他 人 62.6 63.7 1.0 50.3 52.3 1.9

計 人 147.4 148.9 1.6 117.3 120.9 3.6

経常収益 医業収益 ％ 93.9 94.1 0.2 96.7 96.3 △ 0.4
構成比 医業外収益 ％ 6.1 5.9 △ 0.2 3.3 3.7 0.4
医業収益 入院収入 ％ 65.7 65.6 △ 0.1 77.4 77.9 0.5
構成比 室料差額 ％ 1.1 1.1 △ 0.0 1.0 0.9 △ 0.1

外来収入 ％ 26.7 26.8 0.2 13.3 13.7 0.4
その他 ％ 7.6 7.6 △ 0.1 9.3 8.3 △ 1.0

医業収益 人件費 ％ 53.5 53.7 0.2 59.9 59.7 △ 0.2
に対する 医療材料費 ％ 20.1 20.6 0.5 8.3 8.8 0.5
医業費⽤ 給⾷材料費 ％ 1.8 1.8 0.0 3.4 3.5 0.1
の割合 入院患者１人１日当たり 円 1,390 1,422 32 1,200 1,266 66

経費 ％ 19.8 20.3 0.6 21.0 21.8 0.9
減価償却費 ％ 4.6 4.7 0.1 4.0 4.1 0.1

計 ％ 99.8 101.1 1.4 96.5 98.0 1.4
医業収益対医業利益率 ％ 0.2 △ 1.1 △ 1.4 3.5 2.0 △ 1.4
経常収益対経常利益率 ％ 5.1 3.7 △ 1.4 5.7 4.8 △ 0.9
従事者１人当たり年間医業収益 千円 12,133 12,270 137 9,226 9,312 86
労働生産性 千円 6,520 6,445 △ 75 5,844 5,751 △ 93
従事者１人当たり人件費 千円 6,491 6,584 93 5,525 5,562 37
労働分配率 ％ 99.5 102.1 2.6 94.6 96.7 2.2
経常収益対⽀払利息率 ％ 0.4 0.4 △ 0.0 0.5 0.4 △ 0.0
⾚字施設（経常利益が0未満）の割合 ％ 30.1 32.5 2.4 26.0 33.3 7.3
注1） 医育機関附属病院及び医師会⽴病院は含まれていません。
注2） 「１施設当たり従事者数」、「患者規模100人当たり従事者数」、「従事者１人当たり年間医業収益」、「労働生産性」及び「従事者１人当たり人件

費」は、常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。
注3） 給⾷材料費には、給⾷委託費を含んでいます。
注4） 数値は四捨五入しているため、内訳の合計が合わない場合があります。
注5） 開設後1年未満の病院は含まれていません。

一般病院 療養型病院

看護師・准看護師・看護補助者
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≪経営分析参考指標≫ 2022年度決算分-病院の概要-



＜機能性＞

2021年度 2022年度
差引

（2022-
2021）

施設数 施設 336 348 12
病床数 床 259.1 252.7 △ 6.4
利⽤率 ％ 85.5 84.5 △ 1.0
在院日数 日 260.2 254.5 △ 5.6
入院外来比 - 0.35 0.36 0.01
新患率 ％ 2.3 2.4 0.1
１日患者数 入院 人 221.5 213.6 △ 7.9

外来 人 76.7 76.9 0.1
１床当たり医業収益 千円 6,348 6,568 219
１床当たり医業費⽤ 千円 6,312 6,521 209
１床当たり医業利益 千円 36 46 10
患者１人１日当たり 入院 円 17,109 17,920 811
医業収益 室料差額 円 170 167 △ 3

外来 円 9,653 9,640 △ 12
１施設当たり 医師 常勤 人 7.8 7.7 △ 0.1
従事者数 非常勤 人 2.4 2.5 0.0

看護師・准看護師・看護補助者 人 120.0 116.0 △ 4.0
その他 人 57.7 56.5 △ 1.2

計 人 187.9 182.7 △ 5.2
患者規模100人 医師 常勤 人 3.1 3.2 0.1
当たり従事者数 非常勤 人 1.0 1.0 0.0

人 48.6 48.5 △ 0.1
その他 人 23.8 24.1 0.3

計 人 76.5 76.8 0.3

経常収益 医業収益 ％ 96.1 95.1 △ 1.0
構成比 医業外収益 ％ 3.9 4.9 1.0
医業収益 入院収入 ％ 84.1 84.1 0.1
構成比 室料差額 ％ 0.8 0.8 △ 0.0

外来収入 ％ 12.6 12.4 △ 0.1
その他 ％ 3.4 3.5 0.1

医業収益 人件費 ％ 62.7 61.6 △ 1.1
に対する 医療材料費 ％ 6.8 6.9 0.1
医業費⽤ 給⾷材料費 ％ 5.7 5.7 0.0
の割合 入院患者１人１日当たり 円 1,154 1,215 61

経費 ％ 19.6 20.6 1.0
減価償却費 ％ 4.7 4.5 △ 0.2

計 ％ 99.4 99.3 △ 0.1
医業収益対医業利益率 ％ 0.6 0.7 0.1
経常収益対経常利益率 ％ 3.1 4.3 1.1
従事者１人当たり年間医業収益 千円 8,758 9,089 332
労働生産性 千円 5,542 5,664 123
従事者１人当たり人件費 千円 5,491 5,601 110
労働分配率 ％ 99.1 98.9 △ 0.2
経常収益対⽀払利息率 ％ 0.5 0.5 △ 0.1
⾚字施設（経常利益が0未満）の割合 ％ 31.8 31.3 △ 0.5
注1） 医育機関附属病院及び医師会⽴病院は含まれていません。
注2） 「１施設当たり従事者数」、「患者規模100人当たり従事者数」、「従事者１人当たり年間医業収益」、「労働生産性」及び「従事者１人当たり人件

費」は、常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。
注3） 給⾷材料費には、給⾷委託費を含んでいます。
注4） 数値は四捨五入しているため、内訳の合計が合わない場合があります。
注5） 開設後1年未満の病院は含まれていません。
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＜収⽀の状況＞

≪経営分析参考指標≫ 2022年度決算分-病院の概要-



1

病院のもつ病床数に対して、どの程度の利⽤が⾏わ
れたかを示す指標です。
本指標の値が高いほど病床機能が有効に活⽤され
ていることとなり、収益増加に寄与することになります。

2

新たに入院した患者が退院するまでにかかる平均期
間から、病院の診療⾏為機能を判断する指標です。
本指標の値が短いほど効率的に医療資源を活⽤し
ていると言え、一般的に収益増加に寄与することにな
りますが、病床利⽤率との関係にも注意が必要です。

3

１日当たりの入院患者数と外来患者数の比率から
病院の性格を判断する指標です。
診療科⽬や病床規模により値は異なってきますが、
一般的には値が高いほど患者確保ができており、収
益増加に寄与することになります。

4

外来患者数に占める新規患者（初診料を⽀払った
外来患者）の割合を示す指標です。
本指標の値が高いほど診療⾏為のニーズが高いこと
から、外来収益増加に寄与することになります。

5

医業収益を病床数で割り戻した収益であり、病院全
体の収益性を判断する指標です。
本指標の値が大きいほど収益増加に寄与することに
なります。

6

入院患者１人１日当たりの入院診療収益及び室
料差額収益から、診療⾏為の対価としての収益額の
多寡を判断する指標です。
本指標の値が大きいほど収益単価が高いため、収益
増加に寄与することになります。

7

外来患者１人１日当たりの外来診療収益から、診
療⾏為の対価としての収益額の多寡を判断する指
標です。
本指標の値が大きいほど収益単価が高いため、収益
増加に寄与することになります。

8

患者規模100人に対して配置される従事者数からそ
の多寡を判断する指標です。
本指標の値が小さいほど費⽤削減に寄与することに
なります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

経営指標一覧（病院）
経営指標 算式 説明

1日平均外来患者数
÷1日平均入院患者数

患者1人1日当たり
医業収益（外来）

外来診療収益
÷年間延べ外来患者数

患者規模100人
当たり従事者数 ※2

機
能
性

利⽤率 年間延べ入院患者数
÷年間延べ許可病床数

在院日数 ※1

入院外来比

患者1人1日当たり
医業収益（入院）

（入院診療収益+室料差
額収益）
÷年間延べ入院患者数

新患率 新来患者数
÷年間延べ外来患者数

1床当たり医業収益 医業収益
÷平均許可病床数



経営指標 算式 説明

9

医業収益に対する人件費の占める割合を示す指標
です。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

10

医業収益に対する医療材料費の占める割合を示す
指標です。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

11

医業収益に対する給⾷材料費の占める割合を示す
指標です。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

12

医業収益に対する経費の占める割合を示す指標で
す。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

13

医業収益に対する減価償却費の占める割合を示す
指標です。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

14

従事者１人にかかる平均人件費から給与水準を示
す指標です。
本指標の値が小さいほど費⽤削減に寄与することに
なります。
ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値に
留めることも重要です。

15

経常収益に対する⽀払利息の占める割合を示す指
標です。
本指標の値が低いほど収益に対する費⽤の負担は
軽くなります。

費
⽤
の
適
正
性

従事者1人当たり
人件費

人件費
÷年間平均従事者数

医療材料費率 医業材料費
÷医業収益

給⾷材料費率 給⾷材料費
÷医業収益

経常収益対
⽀払利息率

⽀払利息
÷経常収益

減価償却費
÷医業収益

人件費率 人件費
÷医業収益

経費率 経費※3
÷医業収益

減価償却費率



経営指標 算式 説明

16

従事者１人当たりどの程度の医業収益を得ているか
によって効率を判断する指標です。
本指標の値が大きいほど従事者の収益獲得⼒が高
いことから収益増加あるいは費⽤削減に寄与すること
になります。

17

従事者１人がどの程度の付加価値を生み出したかを
示す指標です。
本指標の値が高いほど、各々の従事者が効率よく価
値を生み出し、円滑な運営管理が⾏われているとい
えます。

18

付加価値が人件費にどの程度分配されているかを判
断する指標です。
本指標の値が低いほど利益の割合は高まります。ただ
し、良質なサービスを提供する上では適切な値に留め
ることも重要です。

19

本業である医業収益から得られた利益を示す指標で
す。
本指標の値が高いほど収益性が高い事業といえま
す。

20

本業である医業収益に受取利息等を加えた、病院
に通常発生している収益から得られた利益を示す指
標です。
本指標の値が高いほど収益性が高い事業といえま
す。

※１「在院日数」は次の式で算定しています。
在院日数＝年間延べ入院患者数÷｛（新入院患者数＋退院患者数）÷2｝

※２「患者規模100人当たり従事者数」は次の式で算定しています。
患者規模100人当たり従事者数＝年間平均従事者数÷（1日平均入院患者数＋1日平均外来患者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷3）×100
※調理員及び栄養⼠に係る数値については（年間平均従事者数÷1日平均入院患者数）×100で
　算出しています。

※３「経費」は次の式で算定しています。
経費＝医業費⽤－（人件費＋医療材料費＋給⾷材料費＋減価償却費）

※４「付加価値額」は次の式で算定しています。
付加価値額＝医業収益－（経費＋医療材料費＋給⾷材料費＋減価償却費）

収
益
性

医業収益対
医業利益率

医業利益
÷医業収益

経常収益対
経常利益率

経常利益
÷経常収益

労働分配率 人件費
÷付加価値額※4

従事者1人当たり
年間医業収益

医業収益
÷年間平均従事者数

労働生産性 付加価値額※4
÷年間平均従事者数

生
産
性


